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加 す

る
「

都 市 型

水
害 」

日ごろから備えよう水害対策
近年、宅地建設や道路舗装などの市街地

化に伴い、土地の吸水・保水力が低下して
います。そのため、河川への排水量が増加
し、雨水をスムーズに排水できないことで
起こる「都市型水害」が増えています。
大雨による被害を最小限にするために

も、日ごろからの水害に対する備えが必要
です。

この特集内容に関するお問い合わせは、
災害対策係へ 　3880- 5836

▲ 大雨によって、地下鉄の入口に流れ込む大量の水( 下水道局提供)

「
都
市
型
水
害
」が

起
こ
る
要
因

水
害
に
は
、
河
川
の
は
ん
濫
に
よ

る
外
水
被
害
と
、
雨
水
が
地
中
に
浸

透
せ
ず
、
地
表
に
あ
ふ
れ
だ
す
内
水

被
害
が
あ
り
ま
す
。

地
表
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ

た
都
市
部
で
は
、
雨
水
が
浸
透
し
に

く
く
、
特
に
内
水
被
害
が
起
き
や
す

い
た
め
、「
都
市
型
水
害
」と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
都
の
場
合
、
被
害
額
の
9

割
以
上
が
内
水
被
害
で
す
(
図
1
)

。
こ
こ
数
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響

か
ら
か
、
全
国
的
に
1
時
間
に
5
0
皿

を
超
え
る
集
中
豪
雨
が
多
発
し
て
い

ま
す
(
図
2
)
。

局
地
的
な
集
中
豪
雨
な
ど
の
と
き

は
、
多
量
の
雨
水
が
短
時
間
に
、
下

水
道
へ
流
れ
込
み
ま
す

。
都
の
下
水

道
は
、
1
時
間
に
5
0
皿
ま
で
の
降
雨

量
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
大
雨
の
場
合
、
増
水
し
て

い
る
河
川
へ
の
放
出
が
で
き
な
い
の

で
、
1
時
間
に
5
0
皿
の
処
理
能
力
が

発
揮
で
き
ま
せ
ん

。

こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り
、
都
市

型
水
害
が
発
生
し
ま
す

。

図1　都の水害被害額

( 平成6～15年の合計: 水害統計より)

図2　1 時間雨量50mm以上の降雨発生回数(
全国)

日
ご
ろ
か
ら
の

備
え
が
大
事

台
風
な
ど
は
、
事
前
に
予
測
が
で

き
ま
す
が
、
突
発
的
な
豪
雨
な
ど
の

思
わ
ぬ
事
態
の
た
め
に
も
、
家
庭
で

水
害
へ
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

・
手
軽
に
用
意
で
き
る
「
水
の
う
」

水
の
う
は
、ゴ
ミ
袋
(
4
5口
程
度
)

を
2
枚
重
ね
に
し
、
中
に
水
を
入
れ

る
だ
け
で
作
れ
ま
す
。
板
や
段
ボ
ー

ル
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用
す
れ
ば
、

水
深
2
0皿
程
度
ま
で
の
侵
水
防
止
に

役
立
ち
ま
す
(
図
3
)
。
※
絶
対
的

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
避
難
場
所
の
確
認

河
川
が
は
ん
濫
す
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
な
ど
に
は
、
速
や
か
な
避
難
が

必
要
で
す
。避
難
場
所
や
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
事
前
に
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
避
難
場
所
は
、区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
足
立
区
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
避
難
す
る
場
合
に
備
え
、

か
っ
は
や
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
な

ど
、
必
要
最
小
限
の
荷
物
を
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

図3　「水のう」を使った浸水防止方法例

長
め
の
板
な
ど
を
使
用
し
て
、

出
入
り
口
か
ら
の
浸
水
を
防
ぐ

情
報
収
集
は

怠
ら
ず
に

テ
レ
ビ
ーラ
ジ
オ
ーイ
ン
タ
ー
ネ

ツ
ト
な
ど
で
気
象
情
報
、
災
害
情
報

を
入
手
し
、
正
確
な
状
況
を
把
握
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
区
の
防
災
無
線

放
送
が
、
雨
音
な
ど
で
聴
き
取
れ
な

い
場
合
は
、「
防
災
行
政
無
線
放
送

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

。

防
災
行
政
無
線
放
送
テ
レ
ホ
ン
ダ
イ

ヤ
ル
(
音
声
自
動
応
答
シ
ス
テ
ム
)
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
4
8
7
　
　

A
-
メ
ー
ル
(
足
立
区
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
・
登
録
制
)
の
「
災

害
情
報
」
で
も
避
難
準
備
情
報
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
地
下
・
半
地
下
対
策

地
下
・
半
地
下
空
間
で
は
、
地
上

の
降
雨
状
況
や
浸
水
状
況
が
特
に
わ

か
り
に
く
く
、
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ひ
ざ
程
度
の
高
さ
の

水
深
で
も
、
水
圧
で
地
下
室
の
扉
は

開
か
な
く
な
る
た
め
、
気
象
情
報
に

注
意
し

、
早
め
に
地
下
室
か
ら
出
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

関原一丁目
土壌汚染調査について
関原一丁目12番地先を中心
とした区域で、共同化を目的
とした防災街区整備事業の導
入を検討しています。
このため、3 月11日から事
業予定区域内の地権者が自主
調査を行い、その結果、一部
の区域で鉛とシアンが確認さ
れました。汚染の程度は、身
体への影響が心配されるもの
ではないと判断しています
が、念のため飛散防止などの
応急対応を行いました。
今後も引き続き、調査を行
い、適切な対策を検討してい
きます。
問い合わせ先= 密集地域整備
課地域整備係H3880 一5181

葦

立
ち

「
8
年
間
を
振
り
返
っ
て
」

初
夏
の
香
り
さ
え
感
じ
ら
れ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
私
は
任
期
満
了
日
の
6
月
1
9

日
を
も
ち
ま
し
て
、
区
長
の
職
を

退
任
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
2

期
8
年
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

本
当
に
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
私
自
身
は
微

力
で
あ
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
さ

ん
と
の
協
働
に
よ
り
、
多
く
の
施
策

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
明
日

へ
の
活
力
を
生
む
教
育
、
財
政
の
健

全
化
な
ど
の
取
り
組
み
に
お
き
ま
し

て
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。具
体
的

に
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
子

育
て
サ
ロ
ン
の
開
設
、
八
都
県
市
合

同
防
災
訓
練
の
実
施
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
の
促
進
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
1
9年
度
末
に
は
、
い
よ

い
よ
日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
が
走

り
始
め
ま
す
。

正
直
に
申
し
ま
し
て
、
こ
の
8
年

間
は
た
い
へ
ん
多
忙
で
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
を
元
気
づ
け
、
奮

い
立
た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん
ま
で
、

多
く
の
方
が
様
々
な
場
面
で
私
に
投

げ
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
笑
顔
で
し

た
。
そ
の
お
陰
で
今
ま
で
走
り
抜
い

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
足
立
区
政
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

足
立
区
長

鈴
木
恒

年

24 時 間 医 療 機 関 案 内 「ひ ま わ り 」 　5272 一0303
※「ひまわり」とは、東京都保健医療情報センターの医療機関案内です。

( HP) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/
(携帯) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510
足立区役所

○ ○ 係
( ○ ○ は申 し込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区 のホ ームペ ージ アドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、5 月29日受付開始

子
育
て
・
教
育

6
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
6
月
1
6日
出
、
午
後
3
時
～
5

時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
4
時
3
0

分
ま
で

場
所
=
足
立
区
医
師
会

館
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

対

象
=
B
C
G

・
ポ
リ
オ
を
除
く
、
各

予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の
子
ど
も

※
当
日
、
予
防
接
種
相
談
も
受
け
付

け

申
込
=
母
子
健
康
手
帳
、
予
防

接
種
予
診
票
を
持
参
し

、
保
護
者
同

伴
で
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
足

立
区
医
師
会
(
当
日
、
午
後
3
時
～
5

時
の
み
)

啻
(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

区
・
健
康
推
進
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

2
0年
度

足
立
区
奨
学
生
募
集

募
集
期
間
=
6
月
8
日
窗
～
2
9日
面

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

方
:
2
0年
4
月
1
日
現
在
、
区
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
て
い
る
/

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

で
、
同
種
の
修
学
資
金
を
ほ
か
か
ら

借
り
て
な
い
/
都
内
ま
た
は
通
学
可

能
な
近
県
に
あ
る
大
学
・
高
等
学

校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
(
修

業
年
限
2
年
以
上
の
専
門
課
程
お
よ

び
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
修
業

年
限
3
年
以
上
の
高
等
課
程
)
に
入

学
を
予
定
し
て
い
る
(

在
学
中
も

可
)
/

学
業
成
績
が
良
好
/

連
帯
保

証
人
を
2
人
立
て
ら
れ
る

募
集
予

定
人
員
等
=

表
1

申
込
=

申
請
書

を
持
参

※
申
請
書
は
通
っ
て
い
る

中
学
校
ま
た
は
学
務
課
で
配
付

申

先
=

▽
区
立
中
学
3

年
生
…
各
中
学

校

▽
そ
の
他
・
:
学
務
課
助
成
係

麈
区
育
英
資
金
に
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
(

敬
称
略
)

足
立
区
文
化
祭
フ
リ
ー
ス
テ

ー
ジ
v
o
l
.
1
0

実
行
委
員
会
/

社
団
法
人

太
平
洋
美
術
会
/

芦
川
一
男
/

第
十

一
町
会
自
治
会
連
合
会
青
少
年
対
策

第
十
一
地
区
委
員
会
/

足
立
明
る
い

社
会
づ
く
り
の
会
/

足
立
成
和
信
用

金
庫
理
事
長
井
上
映
治
/

ぐ
る
～
ぶ

あ
い区

育
英
資
金
で
は

、
一
人
で
も
多

く
の
奨
学
生
を
支
援
す
る
た
め

、
善

意
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
学
務
課
助
成
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

表1　 区奨学生募集予定人員と20年度貸付額

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
催
し
物

・
子
連
れ
で
参
加
で
き
る
親
の
学
び

場
「
風
の
子
カ
ル
チ
ャ
ー
」

日
時
等
=
表
2

場
所
=
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
=
乳
幼
児

を
育
て
る
親

定
員
=
各
1
0人
程
度
(

抽
選
)

費
用
=
I
回
5
0
0円×
回

数
(
別
途
材
料
費
が
必
要
)

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
す
る
講
座
名
(
1
枚

に
付
き
1
講
座
、
1
人
3
枚
ま
で
)

を
明
記
し
、
郵
送
期
限
=
6
月
8

日
脚
消
印
有
効
問
先
=
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
風
の
子
カ
ル
チ
ャ
ー

事
務
局
(
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
)

啻
0
8
0
(
1
2
4
2
)
3
5
5
Q
v

・
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

日
程
=
6

月
2
6
日
㈹
、
7
月
3
日

㈹
・
4
日
㈲
・
6
日
吻
・
9
日
㈲
・
1
0

日
㈹
・
1
3日
脚
・
2
0日
脚
・
2
4日

㈹
・
2
7日
脚
・
3
0日
㈹
の
H
日
間
(
6
0

時
間
)

時
間
=
午
前
9
時
3
0分
～

午
後
4
時
3
0分
(
7
月
6
日
は
午
前
9

時
3
0分
～
正
午
、
1
0日
は
午
前
9

時
～
午
後
o
時
3
0分
)

場
所
=
エ

ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

対
象
=
全
日
程
出

席
可
能
で
、
受
講
後
子
育
て
ホ
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る
方

糸
受
講
前
に
胸
部
X
線
検
査
の
受
診

が
必
要

内
容
=
小
学
生
ま
で
の
子

を
育
て
て
い
る
家
庭
に
訪
問
し
て
一

時
保
育
す
る
「
子
育
て
ホ
ー
ム
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
の
担
い
手
と
な
る
子

育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
(
区
認

定
)
の
養
成
講
座

定
員
=
3
0
人

(
抽
選
)

費
用
=
千
4
0
0円(
テ
キ

ス
ト
代
)

申
込
=
電
話
で
資
料
請

求
後
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

期

限
=
6
月
8
日
必
着

-

い
ず
れ
も
I

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
0・0
0
0
4

東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3
　
　
　

隰
(
3
6
0
6
)
7
4
4
4

表2　風の子カルチャー日程表( 7～9月分)

※ 午前の部は、午前10時30分～正午。午後の部は、午後1時30分～3時

2
0年
4

月
に
小
学
校
入
学
予

定
で
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
の
就
学
相
談

日
時
=
6
月
4
日
側
以
降
、
毎
週
月

～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、午
前
9

時
～
午
後
5
時

内
容
=
子
ど
も
に

合
っ
た
教
育
の
場
を
選
択
す
る
た
め

の
就
学
相
談

申
込
=
電
話

※
就

学
相
談
の
説
明
会
を
6
月
4
日
の
み

開
催
。
希
望
者
は
午
前
1
0時
ま
で
に

当
日
直
接
会
場
へ

場
・
申
・
問
先
=

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
就
学
相
談

啻
(
5
2
4
2
)
2
3
7
6

6 月の献血
受け付け時に、運転免許証や保険証なご、本人確認

ができるものを提示してください。

6 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ、打撲などの応急施

術を当番制で行っています。《 健康推進課》

※ いずれも日曜日。時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
6
月
の
予
定

区立谷在家保育園の指定管理者
と区立日ノ出町保育園を運営す
る社会福祉法人を募集します
21年4 月に民営化を予定している、保育園

を運営する社会福祉法人と指定管理者を募集
します。 対象= 現在、都内および近隣自治
体で認可保育園を運営している、熱意と実績
のある社会福祉法人 ※申し込み方法など、
くわしくはお問い合わせになるか、区のホー
ムページをご覧ください。
・ 事業説明会と施設見学会を行います
日程等= レ谷在家保育園… 6 月5 日㈹・7 日
困 レ日ノ出町保育園… 6 月8 日閙・15日閙
※いずれも時間は、午前9 時20分、場所は区
役所 申込= 電話 期限=6 月1 日吻

- いずれも ー
申・問先= 保育計画係O3880- 5873

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
5
月
2
9日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照
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定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
5
月
2
9日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
2
面
右
上
の
記
入
例
参
照

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

・
現
況
届
を
6
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
(
提
出
期
限
は
、
6
月
3
0日
)
　
1
9

年
度
(
6
月
以
降
)
分
の
手
当

受
給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
に
、
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
が

な
い
と
、
6
月
分
か
ら
の
手
当
支
給

が
止
ま
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
現
況
届
提
出
後
、手
当
ご
と

に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
は
、
勤
務
先

で
加
入
年
金
(
厚
生
年
金
な
ど
の
被

用
者
年
金
)
に
つ
い
て
の
証
明
を
受

け
て
か
ら
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
証
明
の
代
わ
り
に
、
健
康
保
険
証

の
写
し
(
余
白
に
勤
務
先
名
を
記
載

し
た
も
の
)
で
も
可
。
な
お
、
国
民

年
金
加
入
、
年
金
未
加
入
の
方
は
証

明
不
要

・
6
月
期
の
振
り
込
み

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
(
2

～
5
月
分
)
の
振
り
込
み
は
、
6
月
2

日
ご
ろ
で
す
。
児
童
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
る
方
に
は
、
6
月
上
旬
に

支
払
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
※

振
り
込
み
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
の

前
に
、
必
ず
指
定
口
座
の
通
帳
を
記

帳
し

、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

子
ど
も
の
保
護
者
が
変
わ
っ
た
/

児
童
手
当
受
給
中
に
、
保
護
者
の
加

入
年
金
が
変
わ
っ
た

I

い
ず
れ
も
I

問
先
=
▽
児
童
手
当
に
つ
い
て
…
児

童
給
付
係啻

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

▽
児
童
育
成
手
当
に
つ
い
て
…
家
庭

支
援
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

健
康
・
衛
生

6
月
1
日
～
7
日
は

エ
イ
ズ
検
査
普
及
週
間

エ
イ
ズ
患
者
は
、
今
や
全
国
で
1

日
1
人
以
上
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い

ま
す
。
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
も

エ
イ
ズ
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
4
月
か
ら
中
央
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
即
日
、
結
果
が

分
か
る
検
査
が
始
ま
り
ま
し
た
(
2

面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)
。
検
査

は
、
匿
名
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
必
ず
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

心
の
病
に
悩
ん
で
い
る

方
の
家
族
の
会

日
時
=
原
則
第
1
月
曜
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
3
時
3
0分

内
容
=
悩
み

を
持
つ
家
族
同
士
の
交
流
や
病
気
に

つ
い
て
の
学
習

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト

リ
に
注
意

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
6
月

と
8
月
に
発
生
し
、
樹
木
を
食
害
す

る
毛
虫
で
す
。
6
月
に
完
全
に
退
治

す
れ
ば
、
8
月
に
は
ほ
と
ん
ど
発
生

し
な
い
の
で
、
巣
の
う
ち
に
取
り
除

く
な
ど
、
早
め
に
適
切
な
駆
除
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
駆
除
の
方
法

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
し

や
す
い
樹
木
は
、
サ
ク
ラ
、
ウ
メ
、

モ
モ
、
カ
キ
、
ヤ
ナ
ギ
な
ど
で
す
。

葉
の
裏
側
に
群
か
っ
て
、
葉
の
表
皮

だ
け
を
残
し
て
食
べ
る
た
め
、
葉
が

透
け
て
見
え
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状

態
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
枝
葉
を
切

り
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
廃

棄
し
ま
し
ょ
う
。
毛
虫
の
い
な
い
所

へ
の
薬
剤
散
布
は
、
葉
を
傷
め
る
だ

け
で
予
防
殺
虫
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
駆
除
を
中

止
し
ま
す

農
薬
の
飛
散
に
よ
る
周
辺
住
民
へ

の
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、
区
で
は
今
年
度
か

ら
駆
除
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
学
校
、
公

園
、
街
路
樹
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
各
管
理
者
が
駆
除
し
ま

す
。
問
先
=
住
居
衛
生
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

慢
性
肝
炎
療
養
者
交

流
会
「
希
望
の
会
」

日
時
=
6
月
1
8日
㈲
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

対
象
=
慢
性
肝
炎
療
養

者

内
容
=
同
じ
病
気
の
悩
み
を
持

つ
方
同
士
の
交
流
や
病
気
に
つ
い
て

の
学
習

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地

域
保
健
係啻

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

福

祉

健
康
高
齢
者
に
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す

贈
呈
日
=
7

月
下
旬

対
象
=
1
9
年
4

月
1
日
現
在
、
区
内
在
住
で
介
護

保
険
の
要
支
援
、
要
介
護
認
定
を
受

け
て
お
ら
ず
、
1
9年
度
に
次
の
年
齢

に
な
る
方
:
9
0歳
(
大
正
6
年
4
月
1

日
～
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
/
9
5

歳
(
明
治
4
5年
4
月
1
日
～
大
正
2

年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
/
9
6
歳
以

上
(
明
治
4
5年
4
月
1
日
以
前
生
ま

れ
)
の
方

※
9
6歳
以
上
の
方
は
、
1
9

年
度
の
み
贈
呈

記
念
品
=
区
内

共
通
商
品
券
(
1

万
円
相
当
)

申

込
=
申
出
書
(
6
月
上
旬
に
発
送
)

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
囹

」‘へ
郵

送

期
限
=
7

月
2

日
㈲
必
着

申
・
問
先
韭
咼
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

7
3歳
以
上
の
区
民
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
程
等
=
6
月
1
日
閙
・
1
5日
窗
…

千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
分
室
/
6

月
1
2日
㈹
・
2
6日
㈹
…
竹
の
塚
障

害
福
祉
館

受
付
時
間
=
午
前
9
時
1
0

分
～
午
後
3
時
1
0分

定
員
=
各

日
4
8
人
(
当
日
先
着
順
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

※
会
場
で
の
貴

重
品
の
管
理
は
、
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。
問
先
=
障
害
福
祉
計
画
係
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

介
護
保
険

介
護
保
険
利
用
者
の

利
用
料
負
担
軽
減
等

・
生
計
困
難
者
の
利
用
者
負
担
軽
減

生
計
が
困
難
な
方
が
、
軽
減
を
申

し
出
て
い
る
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
場
合
、
利
用
者
の
負
担
割

合
が
原
則
7
。
5
%にな
り
ま
す
。
対

象
=
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

…
住
民
税
非
課
税
世
帯
/
年
間
収
入

額
が
単
身
の
場
合
1
5
0
万
円
(
I
人
増

え
る
ご
と
に
5
0万
円
を
加
算
)
以
下
/

預
貯
金
額
な
ど
が
、
単
身
の
場
合
3
5
0

万
円
(
I
人
増
え
る
ご
と
に
1
0
0
万

円
を
加
算
)
以
下
/
日
常
生
活
上
必

要
な
資
産
以
外
に
資
産
を
所
有
し
て

い
な
い
/
負
担
能
力
の
あ
る
方
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い
/
介
護
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
な
い

・
施
設
入
所
者
等
の
利
用
者
負
担
額

認
定所

得
に
応
じ
て
介
護
保
険
施
設
に

入
所
す
る
方
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含

む
)の
食
費
・
居
住
費
が
認
定
さ
れ
ま

す
。
対
象
=
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方

麈
訪
問
介
護
利
用
者
の
利
用
者
負
担

減
額低

所
得
世
帯
の
方
で
、
障
害
者
施

策
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
た
方
の
訪
問
介
護
利

用
者
負
担
割
合
は
、
7
月
か
ら
6
%

に
な
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

既
に
認
定
さ
れ
て
い
る
方
の
認
定

期
限
は
6
月
3
0日
出
で
す
。終
了
前

に
更
新
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

地域包括支援センター(フォーユー「包YOU 」) 6 月の介護教室

※「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ。
※「場所= 」の記載がないものは、問先の地域包括支援センターへ。
※ 区民の皆さんに親しんでいただけるよう、地域包括支援センタ一の愛称を、
〝フォーユー「包YOU 」〟と付けました。

1
9年
度
歯
の
衛
生
週
間
標
語

「
ずっ
とずっ
と
　い
っ
し
ょが
い
いな
　自
分
の
歯
」

6
月
4
日
㈲
～
1
0日
脚
は
歯
の
衛

生
週
間
で
す
。
歯
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
正
し
い
知
識
や
、
む
し
歯
・

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
疾
患
を
予
防
す

る
た
め
の
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
を
持
ち
、
定
期
的
に
歯
科
健

診
を
受
け
る
こ
と
や
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
を
心
掛
け
、
歯
の
寿
命
を

延
ば
し
、
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
8
0
2
0

運
動

「
8
0歳
で
2
0本
の
歯
を
保
ち
、
健

康
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
歯

の
健
康
づ
く
り
国
民
運
動
(
8
0
2
0

運
動
)
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歯
は
加
齢
と
共
に
自
然
に
失
う
も
の

で
は
な
く
、
適
切
な
生
活
習
慣
に
よ

つ
て
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
歯
の
健
康
に
つ

な
が
る
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
子
で
体
験
で
き
る
歯
の
健
康

教
室
や
、
子
ど
も
の
歯
科
相
談
(
2

面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)
、
成
人

向
け
の
歯
周
病
予
防
教
室
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

歯
周
病
健
診

区
で
は
、
年
齢
に
応
じ
て

、
健
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
い
日
程

な
ど
は
、
お
近
く
の
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

(
2
面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)
。

・
2
0
～
3
9歳
(
2
0年
3
月
末
現
在
)

定
員
=

各
回
に
つ
き
3
0人
程
度

場
・
申
・
問
先
=
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
(
2
面
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)

・
4
0
～
7
0
歳
(
2
一
年
3
月
末
現
在
)

場
所
=
区
内
の
指
定
歯
科
医
療
機
関

申
込
=
窓
口
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、「
歯
周
病
健
診
申

込
」
を
明
記
し
、
囹

」‘へ
郵
送

※

約
2
週
間
後
に
受
診
票
と
案
内
を
送

付

申
先
=
▽
窓
口
…
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
成
人
保
健
係

▽
郵

送
・
:
成
人
保
健
係

問
先
=
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
(
2
面
健
康
カ
レ
ン

ダ
ー
参
照
)
ま
た
は
成
人
保
健
係

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
　

わ
せ
は
、
成
人
保
健
係
へ

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

「交通安全スローガン　～やさしさが　走るこの街　この道路～」《交通安全係》
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食で育む　足立の未来 毎年6 月は「食育月間」、
毎月19日は「食育の日」

足立区食育推進計画を策定しました
食は、人が生きていくために欠かせない命の源であり、文化の継承や生活に楽しみや喜びを
もたらし、人生を豊かにしてくれるものです。しかし近年、利便性の高い食生活に移行する中
で、不規則な食事や栄養の偏り、食を大切にする心の薄れなどの問題が生じています。
そこで区は、食育推進計画( 以下、計画) を策定し、行政と地域・関係団体における協働関
係を築きながら、区民の食をめぐる状況の改善をめざします。( 図1)

図1　 食育推進イメージ図

足立区食育推進
区民がさまざまな体験をとおして、食への感謝と理解を深め、食を考え選択

できる力を育成し、子どもたちの健やかな成長や、生涯を通じた健康づくりが
実現できることをめざします

「食育推進計画」のお問い合わせは、衛生管理課計画調整担当へ 　3880- 5111 ㈹

食育とは?
生きる上での基本であって知育、徳育およ

び体育の基礎となるべきもので、様々な経験
を通じて「食」に関する知識と、「食」を選択
する力を習得し、健全な食生活を実践できる
人間を育てることをいいます。

区における食生活の現状
区 民 の 食 生 活 や 健康 に つい て みる と 、 成長

期 にあ る 児 童 ・生 徒 で は朝 食 を 抜 く 子 ど もが

多 く( 図2) 、小 ・中 学 校 の 肥 満 傾向 は全 国 、都

に比 べ て 高 い 現状 にあ り ま す。 さ ら に 、 むし

歯 のあ る 子 ど も は 、年 々減 少 傾 向 に は あ り ま

すが 、 都 に 比 べ か なり 高 くな っ て い ま す。 ま

た 、 足 立 区 の 主 要 死 因 の 上 位 は 生 活 習 慣 病

で、特 に糖 尿 病 の標 準 化 死亡 比( SMR) が 高

い 状 況 で す 。

※ 標準化死亡比とは、人口や年齢構成が異なる地域を比較する
ために、基準の集団のものに標準化して求めた死亡数と対象地
域の実際の死亡数との比( または100倍した値)

図2　 朝食を毎日食べている人の割合( 17 年度)

食育の目標
食育を推進するためには、区民をはじめ、

関係団体の理解のもとに、共通の目標を掲げ

協働して取り組むことが有効です。そこでこ
の計画では、国に準じた目標および区の目標
を設定し( 表1) 、その達成に向け区民運動と
して展開していきます。
表1　 足立区の目標( 抜粋)

今後の事業計画
子どものころから、食の大切さを理解し、

家庭を始めとする様々な場において、食を選
択する力を習得していくことが必要です。特
に生活習慣病の予防には、乳幼児期から基礎
的な生活リズムや食習慣を確立しておくこと
が大切です。そこで、ライフステージ全般を
対象とした計画を策定し、生涯を通じた健康
づくりが実現できることをめざします。
特に20年度までの2 年間は、乳幼児から中

学生までの子どもと、その親の世代に重点を
置いた事業を行います。

様々な取り組み
区内では、各関連機関とともに、地域で食

育事業を行っており、今回、子どもを対象と
した取り組みを一部紹介します。

★「食育」をより身近なものに感じ、理解
してもらえるよう、区内の小・中学生からキ

ヤッチフレーズを募集しました。応募作品の
中から25作品が選ばれ、2 月14日に区役所に
て表彰式を行いました。

□ 食育キャッチフレーズ受賞作品
～区長賞(敬称略)～
「よくかんで おいしく食べよう 自然の
めぐみ」( 東溯江小学校 浦潟朝子)
「食育は よりよい未来の 出発点」(第十
四中学校 風間海人)

～教育委員会賞(敬称略)～

「今日のごはん 赤、黄、緑 入つてる? 」
( 千寿双葉小学校 前田梨紗)
「朝ごはん いちばんさいしょの エネル
ギー」( 溯江第一小学校 大平恭輔)

「作ってくれた人たちに 感謝の気持薦
いただきます」( 第十二中学校 小嶋萌脉)

ほか優秀賞20作品

★給食の食材となる野菜の皮むきや、保育
園などで野菜を育て、収穫する体験を通し
て、野菜に親し み、バランスよく食べること
の大切さを学んでいます。

保
育
園
で
そ
ら
ま
め
の

皮
む
き
を
体
験

足立区食育推進計画策定記念イベント

日時=6月16日(土) 、午前10時～午後2時
場所= 区役所庁舎ホールおよび1 階区民ロビー
内容等= 記念イベント ※ 入場無料

[ >小泉武夫氏による講演会
「食育の先に見えるもの」
午前10時30分～正午
(定員400人〈当日先着順〉)

レ食育に関する展示午前10時～午後2時　　　
レ体験・販売午後O時30分～2時
※ 販売などは数に限りがあります

申し込み= 当日直接会場へ
問い合わせ先= 衛生管理課計画調整担当

H3880- 5111 ㈹
【講師プ ロフィ ール】

東京農業大学教授 小泉武夫氏
昭和18年福島県の酒造

家に生まれる。農学博士。
専門は醸造学、発酵学、応
用微生物学。テレビ、ラジ
オへの出演、新聞への連
載執筆などで活躍中。
主な著書 「食と日本人

の知恵」「食あ れば楽あ
り」「食の世界遺産」など
多数。

親子で食育

「わくわく♪　はじめてクッキング」

日程等= 表2 対象=3 歳児とその親 内
容= 食生活コンダクターと一緒に、おにぎ
りと簡単な野菜料理を作る 持ち物= エプ
ロン・三角きん・ふきん ※ 親子共に用意
定員= 各日15組( 先着順) 費用=1 組200
円( 材料費など) 申し込み方法二電話
表2　 「わくわく♪ はじめてクッキング」日程

※ いずれも、時間は午前10時～11時30分

大人の食育!
食事バランスガイド( 2 日制)

日時=6月5日㈹・13日㈲、午後1時30分～
3時30分 対象= 自分の腹囲や体脂肪、

食生活が気になる方 内容= 体脂肪を減ら
し、生活習慣病を予防する食事とは/ 手軽
にできる健康アップ体操 定員=25 人( 先
着順) 場所・申し込み・問い合わせ先= 竹
の塚保健総合センター保健栄養係

O3855- 5046
※ 定員が先着順の場合は、5 月29日㈹から
受け付け開始

自転車駐車場( 駐輪場)の附置義務について
大量の自転車の利用を発生させる施設を新築・増築する際に

は、自転車駐車場( 駐輪場) を設置する附置義務があります。
「足立区自転車等の駐車秩序及び自転車等駐車場の整備に関す
る条例」に該当する施設の設置者は届出が必要になります。商
業地域・近隣商業地域の用途地域が対象ですO 対象= 表5 届
け出先・問い合わせ先= 交通安全対策課駐車場推進担当

H3880- 5291
※ 同条例の適用を受けない場合でも、「足立区環境整備基準」に
基づき設置義務が生じる場合があります。 問い合わせ先= 開
発指導課開発指導係S3880- 5272

表5　 自転車駐車場附置義務対象施設等

年に一度は建築設備の定期報告を
共同住宅・飲食店・診療所・病院など多数の人が利用する建

物で一定規模以上の建物に設置されている建築設備( 換気・排
煙・給排水設備・非常用の照明装置) の所有者、または管理者
は、毎年定期的に検査資格者の検査を受け、その結果を報告す
るよう定められています。 報告方法など、くわしくはお問い
合わせください。 対象= 表6 報告先= 鰰日本建築設備・昇
降機センター( 港区虎ノ門1- 13- 5 第一天徳ビル6 階)

03591- 2421
問い合わせ先= 区・建築審査課設備係s3880 ―5278

表6　 報告対象になる主な区分

6月1 日は人権擁護委員の日
区内には、15人の人権擁護委員 がいます( 表3)
。人権問題で困っている方は、気軽に相談し

てください。 ※ 6 月1 囗の人権擁護委員の囗に
合わせて、人権身の上相談を行います。問い合わ
せ先= 区政相談朦相談係B3880 一5111㈹
表3　 人権擁護委員名簿

※ 1 … 電話番号は職場なども含んでいます※ 2 … 子どもの人権専門委員
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ペットボトル自動回収機を増設しました

～あだちエコネット事業～
区内16ヵ所のスーパーに設置しているペットボト

ル自動回収機を、新たに3 ヵ所増設しました( 表4) O
エコネットポイントカード( 環境I C カード)

も使えます。
自動回収機にペットボトルを入れると、1 本で5

ポイントたまりますO1, 000 ポイント( 200 本分) ため
ると、100円分の買い物券などに交換できます。カー
ドは、スーパーのサービスカウンターや計画課窓口
で、区民1 人に1 枚限り配付していますO ※ カード
普及に伴い、4 月からペットボトル1 本あたりのポ
イント数を、4 ポイントから5 ポイント に増やしま
した(「当たり券」は廃止しました) O 問い合わせ先=
計画課管理係Q3880 一5301

表4　 新たに設置した店舗

※ 上記のほか、ライフ六町駅前店に5 月末ごろ、設置予定です。
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参加してみませんか
観 光交 流 協 会 のツ ア ー

くわしくは観光交流協会( 観光交流課内) へ 　3880- 5853

フラワーアート体験と鹿沼満喫ツアー
～花と緑あふれる初夏の鹿沼を訪ねて～

日程=6 月27日㈲ 場所= 栃木県鹿沼市 対象= 観光交流協会
会員と家族および区内在住の方 内容= 鹿沼市花木センターに
て、盆栽・ガーデニング・押し花のいずれかのコースの体験と、
磯山神社であじさい鑑賞や町並み散策 定員=40 人( 抽選)

2007 年 区民 交 流 ツア ー
～友好都市ベルモント市でふれあい交流体験～
日程=8月15日㈲～22日㈲場所=ヘルモント市対象=レ一
般枠… 観光交流協会会員または会員家族 ※ 中学生以下は保護
者同伴のこと[ > 学生枠… 区内在住または在学の中学生・高校
生相当の学生で、観光交流協会会員または会員家族 内容= ベ
ルモンド市との交流を通じて、オーストラリアの美しい町並み
や文化に触れる 定員= レ一般枠… 20人[ > 学生枠… 10人 ※
いずれも抽選
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【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510
足立区役所

○ ○ 係
( ○ ○ は申 し込み係名など)

※ 記事中に住所の記載がある

ものは、その住所へ申し込み

区 のホ ームペ ージ アドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

申込…申し込み方法
期限…申し込み期限
場・申・問先…場所・申し込み先・
問い合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

定員が先着順の場合
は、5 月29日受付開始

土
地
・
建
物
・
道
路

空
き
地
を
所
有
し
て

い
る
方
へ

区
内
に
空
き
地
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
定
期
的
に
草
刈
り
を
行
い
、

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
自
分
で
草
刈
り
が
で
き
な
い
方

は
、
区
が
所
有
者
に
代
わ
っ
て
草
刈

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
費
用
は
所
有

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
金
額
な
ど

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く

り
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
8

都
市
計
画
案
の
縦
覧
(
7
件
)

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
区
決
定
の
都
市
計
画

▽
西
新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
防
災
街

区
整
備
地
区
計
画
の
変
更
区
域
…
梅

田
五
・
六
丁
目
、
関
原
二
・
三
丁
目
、

西
新
井
栄
町
一
丁
目
各
地
内

▽
西

新
井
駅
西
口
周
辺
地
区
地
区
計
画
の

変
更
区
域
・
:梅
田
五
～
八
丁
目
、
関

原
三
丁
目
、
西
新
井
栄
町
一
・
二
丁

目
各
地
内

▽
上
沼
田
南
地
区
地
区

計
画
の
変
更
区
域
…
江
北
三
～
五
丁

目
各
地
内

▽
足
立
区
環
状
七
号
線
D

地
区
沿
道
地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
…
江
北
三
・
五
～
七
丁
目
、
鹿

浜
一
～
四
丁
目
、
新
田
一
・
二
丁
目
、

椿
一
・
二
丁
目
、
堀
之
内
二
丁
目
各

地
内

▽
高
度
地
区
の
変
更
区
域
・
:

梅
田
八
丁
目
地
内

▽
防
火
地
域
及

び
準
防
火
地
域
の
変
更
区
域
・
:梅
田

八
丁
目
地
内

意
見
書
提
出
先
=

区
・
都
市
計
画
課

麈
都
決
定
の
都
市
計
画

▽
用
途
地
域
の
変
更
区
域
…
梅
田

五
・
六
・
八
丁
目
各
地
内

意
見
書

提
出
先
=
都
・
都
市
計
画
課

-

い
ず
れ
も
I

公
告
日
=
5
月
2
5日
吻

縦
覧
・
意

見
書
提
出
期
間
=
5
月
2
5日
吻
～
6

月
8
日
吻

縦
覧
場
所
=
区
・
都
市

計
画
課
(
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、

都
・
都
市
計
画
課
で
も
縦
覧
し
て
い

ま
す
。
)
※
都
市
計
画
案
の
内
容

は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
問
先
=
区
・
都
市

計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

都
・
都
市
計
画
課

〒
1
6
3・8
0
0
1

新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
I

啻
(
5
3
2
1
)
1
1
1
1

㈹

住

宅

U
R
都
市
機
構
(
旧
都
市

公
団
)
新
築
賃
貸
住
宅
入

居
者
募
集
(
地
元
枠
)

対
象
=
6
月
2
日
出
時
点
で
、
継
続

し
て
3
ヵ
月
以
上
、
区
内
に
在
住
・

在
勤
の
方

名
称
=
パ
ー
ク
タ
ウ
ン

東
綾
瀬
(
旧
東
綾
瀬
団
地
)

場
所

=
東
綾
瀬
二
丁
目
5
～
8
番

住
宅

型
式
=
I
K

～
3
L
D
K

月
額
家

賃
(
予
定
)
=
9

万
6
千
円
台
～
1
6

万
9
千
円
台

募
集
期
間
=
6

月
2

日
出
～
1
0日
向

入
居
予
定
時
期
=
8

月
上
旬

問
先
=
U
R

都
市
機
構

募
集
販
売
本
部

啻
(
3
3
4
7
)
4
3
2
6

区
・
住
宅
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

経
営
・
仕
事

千
住
仲
町
創
業
支
援

館
「
は
ば
た
き
」入
居

者
募
集

千
住
仲
町
創
業
支
援
館
「
は
は
た

き
」
は
、
意
欲
あ
る
起
業
家
(
区
内

外
問
わ
ず
)
の
経
営
活
動
を
支
援
す

る
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
で
す
。
安
い
家
賃

に
加
え
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
な

ど
、
事
業
開
始
ま
で
導
く
「
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

が
、
入
居
者
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
(
予
約
制
)
。
場
所
=
千
住
仲
町
2
4
-
2

募
集
室
数
=
2

室
(
2
3・
8

㎡
、
2
5・
2
㎡
)

入
居
予
定
日
=
8

月
1
日
團

入
居
期
間
=
2

年
間

(
審
査
に
よ
り
1

年
に
限
り
延
長

可
)

申
込
=
必
要
書
類
を
持
参
ま

た
は
郵
送

※
く
わ
し
く
は
、
募
集

要
項
を
参
照
。
申
込
用
紙
・
募
集
要

項
は
、
中
小
企
業
支
援
課
で
配
付
す

る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

期
間
=
5

月
2
5日
窗
～
6
月
2
5日
㈲
消
印
有
効

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー

創
業
支
援
係

〒
1
2
0
・
0
0
3
4
千

住
1
-
5
-
7

啻
(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

暮

ら

し

住
居
表
示
板
の
実
態

調
査
を
行
い
ま
す

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、

街
区
表
示
板
と
町
名
・
住
居
番
号
表

示
板
(
緑
色
の
ア
ル
ミ
板
)
の
取
り

付
け
状
況
を
調
査
し
ま
す
。
期
間
は
7

月
下
旬
ま
で
の
予
定
で
、
区
の
腕

章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
行
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
区
域
=
千
住
東
一
・
二
丁
目
、

千
住
曙
町
、
千
住
関
屋
町
、
千
住
仲

町
、
千
住
河
原
町
、
千
住
宮
元
町

問
先
=
住
居
表
示
担
当

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
2
5

足
立
区
公
共
施
設
再

配
置
審
議
会
の
答
申

が
ま
と
ま
り
ま
し
た

1
8年
3
月
に
設
置
さ
れ
た
公
共
施

設
再
配
置
審
議
会
は
、
区
の
今
後
の

施
設
配
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
答
申

を
ま
と
め
、
3
月
2
0日
に
区
長
へ
提

出
し
ま
し
た
。

区
で
は
、
こ
の
答
申
を
受
け
行
政

計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
答
申

書
は
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
区
政
相

談
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
問
先
=

副
参
事
施
設
更
新
担
当

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
3
9

地
域
防
犯
活
動
団
体

へ
の
助
成

申
し
込
み
期
間
=
6

月
1
日
面
～
2
9

日
面

対
象
=
地
域
の
安
全
を
守
る

防
犯
・
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
自

主
的
な
防
犯
活
動
を
継
続
し
て
行
う

町
会
・
自
治
会
な
ど
の
団
体

内
容
=

活
動
に
必
要
な
経
費
(
ジ
ャ
ン

パ
ー
・
腕
章
・
懐
中
電
灯
な
ど
の
購

入
費
)
の
一
部
を
助
成

金
額
=
I

団
体
に
つ
き
1
0万
円
を
限
度

※
申

し
込
み
方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
危

機
管
理
課
お
よ
び
区
民
事
務
所
に
あ

る
申
請
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
先
=
生
活
安
全
推
進
担
当

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
8

税
・
国
保
・
年
金

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

普
通
徴
収
の
納
税
通
知
書
を
6
月
8

日
肺
に
郵
送
し
ま
す
(
非
課
税
の

方
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
)
。
第
1
期

分
の
納
期
限
は
7
月
2
日
向
で
す
。

課
税
証
明
書
は
、
6
月
8
日
か
ら
発

行
し
ま
す
。

・
特
別
徴
収
の
み
の
方

税
額
通
知
書
は
5
月
1
0日
に
各
事

業
所
あ
て
に
郵
送
し
ま
し
た
。
ま

た
、
課
税
証
明
書
は
、
現
在
発
行
し

て
い
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
I

被
扶
養
者
の
非
課
税
証
明
書
は
6

月
8
日
か
ら
発
行
し
ま
す
。
問
先
=

課
税
第
一
・
二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
　
　
　

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
5
月
2
9日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

臨時休館など
●図書館
蔵書点検や改修工事などのため、一部の

図書館が臨時休館となります( 表1) 。開
館中の図書館をご利用ください。 問先=
中央図書館H5813- 3740
表1　6 月の図書館臨時休館日一覧

※ 29日(金)は全館休館日

● 庁舎ホール　駐車場 　展望レストランなど

6 月9 日出・10日(日)は、衛生害虫駆除の
ため、区役所全館を閉館しますO 当日は、
庁舎ホール、区民ロビー、駐車場、展望レ
スト ランもご利用になれませんO 問先=
庁舎管理係S3880 一5824

● NPO 活動支援センター
施設点検のため、5月31日田は、開館時

間を午前9時～午後5時までとします。
問先=NPO 活動支援センター

H3840- 2331

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
(
8
月
分
)

・
8

月
分
の
利
用
案
内

申
込
等
=
各
家
庭
に
配
付
し
て
あ
る

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
H
1ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

。
ま
た
8
月
1
日
伽

～
3
1日
窗
ま
で
の
間
、
湯
河
原
の
単

身
で
の
宿
泊
は
で
き
ま
せ
ん
。
休

館
日
等
=
表
2

・
山
中
湖
林
間
学
園
の
夏
休
み
期
間

中
の
開
放

開
放
日
=
8

月
1
2日
向
～
1
5日
伽
、
2
3

日
㈲
～
2
5日
出

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
の
方
と
そ
の
同
伴
者

申

込
=
電
話

申
し
込
み
受
付
期
間
=
6

月
1
日
脚
～
8
日
脚
(
土
・
日
曜

日
を
除
く
。
結
果
は
6
月
1
6日
出
以

降
に
通
知
)

当
選
者
受
け
付
け
=
6

月
2
2日
脚
ま
で
に
予
約
確
定
の
電

話

空
き
室
予
約
=
7
月
2
日
㈲
か

ら
現
地
施
設
で
電
話
に
て
受
け
付
け

を
し
ま
す
。
申
先
=
山
中
湖
林
間

学
園
予
約
専
用
番
号

啻
0
5
5
5
(
6
2
)
1
4
0
4

問
先
=
校
外
施
設
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表2　 各施設利用案内( 8 月分)
宿泊に関する問い合わせは、各施設予約電話へ

※ 利用申し込みは1 施設に対して、1 グループにつきハガキ1 枚です。
※ 日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用できる日も学校なごが利用するため、
空室が少ない場合や体育館の使用ができない場合があります。くわしくは、各施設にお問い合わ
せください。

※ その他優待プランのご案内なご、くわしくは四季倶楽部予約センターにお問い合わせください。

□ あだちNPO まつりを中止します　6 月9 日に開催を予定していた 「あだちNPO まつり」は、都合により中止となりました。
問先= 実行委員会( ハンドインハンドすこやか) 　3855- 9010/ 協働推進室 　3880- 5020
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定
員
が
先
着
順
の
場
合
は
、
5
月
2
9日
受
付
開
始

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
6
面
右
上
の
記
入
例
参
照

催

し

物

夏
花
品
評
展
示
会

・
展
示

日
時
=
6
月
1
2日
㈹
、
午
後
1
時
～
5

時
/
1
3日
困
、
午
前
8
時
3
0分
～

正
午

場
所
=
区
役
所
I
階
区
民
口

ビ
ー

内
容
=
区
内
花
き
農
家
が
栽

培
し
た
夏
菊
や
ア
ジ
サ
イ
な
ど
約
1
3
0

点
を
展
示

亜
展
示
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

日
時
=
6
月
1
3日
㈲
、
午
後
2
時
3
0

分

場
所
=
区
役
所
正
面
広
場

※
1

人
1
点
の
み
。
状
況
に
よ
り
整
理

券
配
付

-

い
ず
れ
も
I

問
先
=
農
業
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

あ
だ
ち
N
P
O
カ
レ
ッ
ジ

～
入
門
編
(
全
2
回
)
～

日
時
=
6
月
3
0日
出
・
7
月
7
日

出
、
午
前
1
0時
～
正
午

対
象
=
福

祉
、
環
境
、
子
育
て
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
N
P
O

活
動
に
関
心
の
あ
る

方
・
こ
れ
か
ら
何
か
活
動
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
方

内
容
=
N
P
O

に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め

、
地
域

を
元
気
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
学

ぶ

講
師
=

永
沢
映
氏
(
N
P
O

法

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
)

ほ
か

定

員
=
1
5
人
(

先
着
順
)

申
込
=

電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
住
所

、

氏
名

、
電
話
番
号

、
E

メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
(

持
っ
て
い
る
方
の
み
)
、
「
あ

だ
ち
N

カ
レ
入
門

」
を
連
絡

期
限
=
6

月
2
7
日
伽
必
着

場
・
申
・
問

先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(
午
前
9

時
～
午
後
8

時
・
月
曜
休

館
)

啻
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　

囲
(
3
8
4
0
)
2
3
3
n

吸り
M

コ
p
o
-
s
c
@
a
d
a
c
h
i
.
n
e
.
j
p

呼
吸
器
病
音
楽
教
室

「
気
持
ち
よ
く
歌
っ
て

、こ
こ

ろ
も
か
ら
だ
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
」

日
時
=
6
月
2
2日
肺
、
午
前
1
0時
～
H

一
時
3
0分

場
所
=
区
役
所
庁
舎

ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中

の
方
と
そ
の
家
族

内
容
=
ぜ
ん
息

発
作
を
楽
に
す
る
腹
式
呼
吸
に
つ
い

て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歌
を
歌
い

な
が
ら
学
ぶ

講
師
=
山
崎
浩
氏
(

声
楽
家
)

定
員
=
7
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

公
害
保
健
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

生
活
の
科
学
教
室

「
ジ
ュ
ー
ス
に
含
ま
れ

る
糖
分
を
調
べ
よ
う
」

日
時
=
6
月
2
1日
團
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
糖
度
計
を

使
っ
て
身
近
な
飲
み
物
に
ど
の
く
ら

い
砂
糖
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
学
ぶ

持
ち
物
=
ふ
き
ん

講
師
=
区
職
員

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
=
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
講
座
名
を
明
記
し
、
郵
送

※

ハ
ガ
キ
ー
枚
に
付
き
4
人
ま
で
申
し

込
み
可

期
限
=
6
月
8
日
面
必
着

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3

・
0
8
5
1

梅
田
7
-
3
3
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

講
演
会
「
男
と
女
の
ホ
ン
ネ
で

ふ
ぉ
ー
ら
む
　
仕
事
と
暮
ら

し
の
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
て
～

地
域
の
中
で
生
き
る
私
～
」

日
時
=
6
月
1
6日
出
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア

内
容
=
3
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト
=

島
内
晴
美
氏
(
編
集
者
)
お
よ
び

区
民
代
表

定
員
=
2
5
0大(
先
着

順
)

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
就
学

前
。
先
着
1
5人
、
電
話
で
予
約
)

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

絵
本
作
家
み
や
ざ
き

あ
ゆ
み
氏
講
演
会

日
時
=
6
月
2
3日
出
、
午
後
5
時
3
0

分

対
象
=
中
学
生
以
上

内
容
=
　

「
が
ん
ば
れ
大
ち
ゃ
ん
」
の
絵
本
が

で
き
る
ま
で

講
師
=
み
や
ざ
き
あ

ゆ
み
氏
(
絵
本
作
家
)

定
員
=
1
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

場
・
問
先
=
西
保
木
間
児

童
館

啻
(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

パ
パ
が
や
り
ま
す

お
は
な
し
会
!

日
時
=
6
月
1
0
日
向
、
午
前
1
0
時
～

正
午
場
所
=
学
び
ピ
ア
2
1
対
象

=
幼
児
(
2
歳
以
上
)
と
そ
の
保
護

者
内
容
=
「
パ
パ
。
s
絵
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
語

り
と
歌
お
よ
び
お
父
さ
ん
の
た
め
の

子
育
て
講
座

定
員
=
5
0組
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

期
限
=
6
月
9

日
出

申
・
問
先
=
読
書
支
援
係

啻
(
5
8
1
3
)
3
7
4
5

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

日
時
=
6
月
1
7
日
向
、
午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
内
容
=
段
ボ
ー
ル

箱
を
使
っ
た
、
た
い
肥
づ
く
り
の
実

践
講
師
=
蓮
沼
浩
子
氏
(
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
板

橋
代
表
)
定
員
=
3
5
人
(
抽
選
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
「
生
ご
み
リ

サ
イ
ク
ル
講
座
希
望
」
を
連
絡
期

限
=
6
月
1
0
日
向
必
着
場
・
申
・

問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
・
祝

日
休
館
)
-
y
1
2
0
・
0
0
1
1
中
央

本
町
2
-
9
-
1

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

講
座
「
女
性
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

～
女
性
の
た
め
の
護
身
術
～
」

日
時
=
6
月
2
3日
出
、
午
前
1
0時
～

午
後
5
時

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
ィ

ア

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性

内
容
=
い
ざ
と
い
う

時
、
効
果
的
に
自
分
を
守
る
方
法
の

習
得

※
体
力
が
な
い
方
で
も
参
加

可
能
。
動
き
や
す
い
服
装
・
上
履

き
・
飲
み
物
持
参

講
師
=
八
木
る

み
子
氏
(
イ
ン
パ
ク
ト
東
京
代
表
)

ほ
か

定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=

傷
害
保
険
加
入
実
費
相
当

(
3
0
0
円
程
度
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

消
費
者
講
座

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
基

礎
知
識
　
～
今
の
テ
レ
ビ

は
使
え
な
く
な
る
の
?
～
」

日
時
=
6
月
1
9日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
=
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
の
概
要
、
受
信
方
法
、
ア

ナ
ロ
グ
放
送
終
了
に
伴
う
対
応
機
な

ど
の
説
明

講
師
=

斎
藤
文
彦
氏

(
㈹
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
視
聴

者
セ
ン
タ
ー
長
)

定
員
=
7
0
人

(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た
は

窓
口

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン

タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

日
程
等
=

表
3

対
象
=

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
で
、
講
座
終
了
後
、

区
内
小
・
中
学
校
の
図
書
室
で
本
の

整
理
や
読
み
語
り
な
ど
の
活
動
が
で

き
る
方

※
3
講
座
と
も
参
加
で
き

る
方

定
員
=
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
(
受
付
時
間
は
午
後
5

時
ま
で
)

申
・
問
先
=
学
校
図
書

館
支
援
係啻

(
5
8
1
3
)
3
7
4
6

表3　 学校図書館ボランティア養成講座日程表

※ いずれも時間は、午前10時～正午
※ 各講座とも、どちらか一方の日程を選択して参加

郷土博物館で時代を感じてみよう!

・ 無料公開日の映画会
第2土曜日の無料公開日に映画を上映しますO日時=
6月9日出、午前11時内容=「上総掘(かずさぼり)～
ヒゴ突きによる深井戸掘りの伝統的技術～」( 37分)、

「上総掘の非常用具」( 30分) 申込= 当日直接会場へ
F・収蔵資料展 館蔵浮世絵展 「渓斎英泉」
渓斎英泉は、幕末期の浮世絵

師ですO 妖艶な美人画を描くこ
とで知られ、狂言も書くなど、
多彩な才能を発揮し ました。
展示期間=6月12日㈹～7月29
日(日) ※ 月曜日休館( 月 曜日が
祝日の場合その翌日) 入館料=
高校生以上200円、団体( 20 人

以上) は半額 ※ 毎月第2 ・3
土曜日は無料開放日

- いずれも ー
場・問先= 郷土博物館

啻3620 ―9393 ▲「時世美女競　東都芸子」

外国人交流サロンのご案内
日時=6^5日脚午後6時30分～8時30分

場 所= エ ル・ソ フ ィ ア( 梅 田7- 33- I J

対 象= 区 内 在 住 外 国 人 の方

申 込= 当 日 直接 会 場 へ

費 用=200 円( 茶 菓 子 代)

※くわしくは、区のホームページをご覧ください。
問い合わせ先= 区民課 多文化共生担当

S03- 3880- 5177

審議会等の公開( 6 月分)

会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い合わせください。

ひ
ろ
ば

=
サ
ー
ク
ル
募
集
=

☆
大
正
琴
を
楽
し
む
会
6

月
9
日

出
・
2
3日
出
、
午
後
2
時
～
3
時
3
0

分
/
毎
月
第
2
、
4
土
曜
日
午
後
/

千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

初
心
者
・
中
級
者
歓
迎
(
楽
器
の
な

い
方
に
は
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す
)
/

月
額
3
千
円
/
年
齢
・
性
別
関
係

な
し
/
小
宮

啻
0
9
0
(
9
3
7
1
)
7
3
0
0

□ 区広報番組「住民税が変わります! 」　税金のしくみが難しいと思っている方にも、今回の税改正について分かりやすく解説。　放送日時=5月28日㈲)～
6月3 日(月)、午前9 時/ 午後O 時30分/ 午後9 時　放送局= ケーブルテレビ足立　問先= 広報係 　3880- 5815
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6
月
9
日
(土
)・
1
0日
(日
)

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り

&

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

し
ょ
う
ぶ
沼
公
園

で
の
催
し

内
容
=
江
戸
系
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
を

中
心
に
、
約
7
0種
6
千
5
0
0
株
を
展
示
/

地
元
商
店
街
に
よ
る
模
擬
店
/
花

と
緑
の
即
売
会

※
5
月
2
9日
㈹
か

ら
7
月
上
旬
ま
で
、ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ

を
間
近
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
木
道
を

設
置
・
開
放

申
し
込
み
方
法
=
当

日
直
接
会
場
へ

初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ

都
立
東
綾
瀬
公
園

(通
称
・
ハ
ト
公
園
)

で
の
催
し

▽
物
産
展
…
地
元
商
店
街
に
よ
る
模

擬
店
、
友
好
自
治
体
物
産
展
、
花

や
地
場
製
品
の
即
売
会
な
ど

▽
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
…
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー

※
雨
天
中
止

▽
オ
ー
プ
ー
-ン
グ
プ
レ
ゼ
ン
ト
(
八

卜
公
園
の
み
)
・
:
9
日
出
、
午
前

中
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

終
了
後
、
菓
子
(
子
ど
も
の
み
)
　

と
花
を
各
1
0
0人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

(
先
着
順
)

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

北
綾
瀬
・
綾
瀬
地
域
に
、
ポ
イ
ン

ト
が
1
0力
所
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
合
計
7
ヵ
所
(
必
須
ポ
イ
ン

ト
3
ヵ
所
、
そ
の
他
の
ポ
イ
ン
ト
4

ヵ
所
)
の
ス
タ
ン
プ
を
歩
い
て
集
め

ま
す
。
7
ヵ
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め

た
(
完
歩
し
た
)
方
に
は
、
ゴ
ー
ル

の
ハ
ト
公
園
で
完
歩
賞
を
差
し
上
げ

ま
す
。
さ
ら
に
、
賞
品
が
当
た
る
抽

選
会
に
も
参
加
で
き
ま
す
(
ス
タ
ン

プ
の
設
置
、
完
歩
賞
の
交
換
、
抽
選

会
は
、
両
日
と
も
午
後
4
時
で
終

了
)
。

な
お
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
(
ス
タ
ン

プ
台
紙
)
は
、ハ
ト
公
園
会
場
、
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園
会
場
、
勤
労
福
祉
会

館
で
配
付
し
ま
す
。

▲ 野外ステージで行われる様々
なパフォーマンスショー

問
い
合
わ
せ
先

▽
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
で
の
催
し

に
つ
い
て
…
公
園
利
用
促
進
係

登
(
3
8
8
0
)
5
8
9
7

▽
東
綾
瀬
公
園
で
の
催
し
・
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
・
:観

光
交
流
協
会
(
観
光
交
流
課

内
)啻

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

楽しさいっぱい　ギャラクシティ

※ 定員が先着順の場合は、5 月29日㈹受け付け開始
・6 月のゆめ広場
日時等= 表1 場所= ギャラクシティ・こども科学館 対象=
中学生以下( 小学3 年生以下は保護者同伴) 申し込み方法=
当日直接会場へ

・ こどもと遊ぶボランティア入門セミナー
日時等= 表2 対象= 中学生以上 申し込み方法= 電話・フ
ァクス・E メールで、氏名、電話番号を連絡 申し込み先=
青少年事業係

- いずれも 一
問い合わせ先= 青少年事業係S5242- 8169　　　　　　　　　　　　　　

圖5242- 8165　　　　　
Esei shounen@ci t y. adachi . t okyo. j p

表1　6 月のゆめ広場日程等

表2　 こどもと遊ぶボランティア入門セミナー日程等

※ 1 日単位での参加も可

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880- 5815

世帯と人口 19年5 月1 日現在( 外国人含む)　世帯数: 303, 556　 人口: 650, 179 人( 男: 327, 548 人、女: 322, 631 人)
古紙配合率100%再生紙を使用しています

N. S　298, 830


